日本史プリント13　　平安時代２
●国が乱れた結果

01：藤原氏が勝手な政治をするようになり、国は乱れました。そこで、各地の人々は自分の物は

　　自分の力で守ろうと武装し始めました。これが、（　　）の始まりです。
02：彼らが集まり（　　）を形成しました。また、このリーダーを（　　）と呼びます。
03：この中でも、当時、特に有力な２つのグループが（　　）と（　　）でした。
●武士による反乱

04：こうした背景を元に、各地で武士による反乱が発生しました。

　　・935年：関東で（　　）が（　　）の乱を起こす。
　　・939年：瀬戸内海で（　　）が反乱を起こす。

05：その後、東北地方で（　　）の役・（　　）の役が起こりました。
06：この戦いでは、（　　）が大活躍して人気を集めました。
●藤原氏のおとろえ

07：平安時代になって藤原氏が権力をにぎる前は、（　　）が中心になって政治を行っていました。

08：天皇側は、なんとか（　　）政治を行う藤原氏から、政治の実権を取り戻そうと、（　　）と

　　いう方法を発明しました。

09：これは、次の天皇に位をゆずった天皇、つまり（　　）が、その後も政治をとり続けること

　　です。

10：現役の天皇は、どうしても（　　）や（　　）にあれこれ言われてしまうのですが、上皇な

　　ら自分のもとに親しい部下だけを集めて話し合うことができ、自由に政治ができたのです。

11：この院政を、本格的に始めたのは（　　）上皇です。

12：院政が始まったおかげで、（　　）を最後に、藤原氏の勢力はおとろえていきました。

13：（　　）が始まってしばらく経ったころ、上皇と天皇で争いが起こりました。これを（　　）

　　の乱といいます。

14：この戦いでは、（　　）氏・（　　）氏・藤原氏も、一族内で両軍に分かれて参戦したため、

　　大きな戦いになりました。
15：この戦いでは結局、後白河天皇側が勝利しました。平氏では（　　）、源氏では（　　）が活

　　躍しました。
16：その後、この両者が対立し、（　　）の乱が起こりました。この戦いでは、（　　）が勝利し

　　ました。
17：この戦いをきっかけに（　　）氏の勢力はますます強くなり、勢いに乗った平清盛は、武士

　　で最初の（　　）にまでなりました。

18：平清盛は、当時の（　　）上皇さえ抑え、完全に政治の実権をにぎりました。

●平清盛の政治
18：平清盛は、中国と積極的に貿易を行いました。これが、（　　）貿易です。

19：この貿易のために、清盛は（　　）という港を整えました。これは現在の（　　）にあたり

　　ます。

20：清盛は、（　　）神社をうやまい、保護しました。
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